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オンライン質量分析器と専用の重イオン線形加速器からなるTRIAC(Tokai Radioactive Ion 
Accelerator Complex)は、２００５年後期より共同利用を開始するとともに、開拓的な研究をおこ
なっている。核子当たり1.1 MeVまでの短寿命核ビーム供給が可能で、エネルギー可変、高エネルギー
分解能、高エミッタンスと言う特徴を生かして、これまでに 8Li ビームなどをもちいた天体核物理、物
質科学への応用研究で成果が生まれている。

コロキウムでは、はじめにTRIAC施設の概要を説明し、これまでに得られた成果を紹介する。
また今年度後期から本格的利用を検討している中性子過剰な核分裂片ビームの特徴、それによる研究課
題について紹介する。TRIACビームの高エネルギー化の現状についても触れたい。

mailto:npsoc@ribf.riken.jp

